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Seismic Performance Evaluation on Samurai's Premises Gate 
 
































































写真 2  現地調査の様子 
 
 









図 4 に示す差鴨居仕様となっている。 
 
 
図 3 試験体（文献 1） 
 















表 1 材料特性 
材種 ヤング係数(N/mm2) ポアソン比 
せん断弾性係数
(N/mm2) 
スギ 7,000 0.3 2,692 
 
 
図 5 文献 1)の実験結果（荷重－層間変形角） 
 
  




図 7 モデル図 
 
4. 復元力特性 











 表 2 より、本構造物の固有周期は 1 次モードが
卓越しており、T=1.82sec.であり、2 次及び 3 次
モードは T=0.037sec.であることが確認できた。
この結果から、本構造体は長周期で、S 造では約
90m、RC 造では約 60m の高層建築物と同等の固
有周期であることが分かった。 
 
表 2 固有周期 








































入力地震動は下記の 2 種類とし、KOBE NS に
関しては源波を入力した。 
・KOBE NS ：最大絶対加速度 818cm/s2 
 ・BCJ L2  ：最大絶対加速度 356cm/s2 
KOBE NS と BCJ L2 の変位応答スペクトルを



































図 11 BCJ L2 の変位応答スペクトル 
 
図 12 及び図 13 に応答変位の時刻歴を、表 3 に
地震応答の最大値を各々示す。 
これらの図表より、最大応答変位は 167mm で








残留変形に関しては、図 12 及び図 13 の地震応
答解析の結果では、KOBE NS では約 10mm、
BCJ L2 では約 35mm の残留変形が確認されたが、
図 5 の文献 1)の実験結果から、KOBE NS の最大
応答変位 75mm からからは約 37mm、BCJ L2 の






































図 13 BCJ L2 の時刻歴（応答変位） 
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① 本構造体は長周期で、S 造では約 90m、RC
造では約 60m の高層建築物と同等の固有周
期であった。 
② 層間変形角 R=1/30 程度で最大耐力に達する。 
③ 最大耐力に達した後は、R=1/10 に達しても耐
力を維持し、耐力低下が発生しない。 




⑤ 最大応答変位は 167mm で層間変形角にして
R= 1/25 となるが、終局変形までには余裕が
ある。 
 
 以上の調査研究より、今後の大地震に対して
も本武家屋敷門は補強することなく存在し続け
る可能性が高いと結論付けるが、扉等の付帯部
分の損傷は免れない。 
  
文献 1)：伝統構法を生かす木造耐震設計マニュ
アル（学芸出版社） 
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